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 小樽友の会では「月間」のなかで「介護保険料の引き下げを求める陳情」署名に取り

組んで来ました。市内の各団体の協力も得て、1953筆が集まり、12/16に市議会で陳情

趣旨説明が行われました。 

 中島幸子友の会会長が趣旨説明を行い、小樽市の介護保険料が3期とも全国平均よ

り高いことや、介護予防の導入で要支援にされた人のサービス制限の実態などを訴え

ました。 

 市側は介護の準備基金6億7千万円の内、6億円を取り崩して保険料引き下げに投入

することを表明。これにより1人あたり月額520円、年額6,120円の引下げとなります（小

樽市基準保険料は年額58,760円）。陳情は全会一致で採択されましたので、来年度介

護保険予算で引き下げの措置が行われることになります。 

 また、09年度から3年間でグループホーム(定員18人)を12ヵ所、地域密着型特養（定

員29人）を2ヵ所、有料老人ホーム3ヶ所を新設し、933人の特養待機者の内、383人に対

応する計画も明らかにされました。 

 赤平友の会が10/1～11/18に、訪問によるアンケートを行った結果の

一部を紹介します。有効回答者数は１３２件です。 
 

●後期高齢者医療制度をどう思いますか？ 

  必要 ８％、廃止 ５８％、現行のまま改善１０％、 

  制度がよく分からない ２１％、無回答 ４％ 

●保険料負担は今までと比べてどうですか？ 

  高くなった ５２％、安くなった ３％、あまり変わらない ２８％、 

  分からない ８％、無回答 ８％ 

 12/15の年金支給日に、後期高齢者医療制度廃止！を訴える宣伝行

動が、年金者組合などを中心に全道で取り組まれました。各院所・地

域の取り組みをお知らせします。 

【札病】 

 札幌病院では、共闘委員会が中心となり、院内ロビーで署名行動を

行いました。行動は共闘事務局職員と友の会役員が９時～１２時まで１

時間交代で４～５人体制で取り組みました。署名は①後期高齢者②看

護師ふやせ③道立衛生学院存続 の３点で行いました。 

【東区】 

 東区役所前で年金者組合、守る会、中病の１５名で、寒い中10：30～

11:15まで宣伝・署名行動を、横断幕も出して行ないました。 

【苫小牧】 

 苫小牧では銀行、郵便局に近いスーパーフードＤ３前で４人が参加し

て署名、宣伝行動を行いました 

【西区】 

 西区は地下鉄琴似駅前で宣伝。40分で184筆が集まりました。 

 道民医連・道社保協は、札幌中心

街の池内前で10人が参加してハンド

マイクでの訴えと署名を行いました。 

 寒い中でしたが多くの人が足を止め

て署名に応じてくれ、40分あまりで90

筆以上が寄せられました。 


